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前みよしの

"

津軽三昧線・沖縄三線

奏者1蝦名宇摩
女性3000円
男1生4000円

社
民
党
同
出

代
表
　
藤

皆

様

に
新

年

の

ご

あ

い
さ

つ
を

申

し
あ

げ

ま

す
。

昨

年

は
、

国

内

外

に
大

変

な

シ
ョ

〕

ク

を

あ

た

え

た

大

震
災

。
大

津

波

と

福

島

原

発

の
大

惨

事

が

あ

り

ま

し
た
。

死
者

・
不

明
者

は

あ

わ

せ

て

２

万
人
、

避
難

民

は

現

在

も

福

島

だ

け

で
県

内

外

に

「

５

万

人

に

及

ん

で

い
ま

す
。

大

惨

事

の
収

束

は

全

く

不

明

で
、

現

在

も

被

書

は
拡

大

し

て

い
ま

す
。

こ

の
よ

う

な

状

況

の
な

か

で

４

月

日
常
活
動

の
弱
さ
を
ど
う
変
え

て
い
く
か
課
題
は
山
積

で
す
。

私
た
ち
は
、

社
民
主
義

の
理
念

と
政
策
に
確
固
た
る
自
信
を
持

っ
て
訴
え
、

社

民
党

フ
ア

ン
の

拡
大
に
努
力
す
る

こ
と
、　

こ
れ

な
く
し
て
勝
利
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

野
日
政
権
は
消
費
増
税
に
不

退
転

の
決
意
を
表
明
し
て
い
ま

す
が
、

格
差

の
拡
大
、

貧
困
を

強
め
る
だ
け
で
す
。

ま
た

こ
れ

に
統

一
自
治
体
選
挙
が
戦
わ
れ
　
　
以
上
、

原
発
難
民
を

つ
く
ら
な

ま
し
た
。

私
た
ち
は
、

岡
山
市
　
　
い
た
め
に
も

一
刻
も
早
い
原
発

北
区
で
市
議
会
議
員
候
補
と
し
　
　
の
停
止
が
必
要

で
す
。

て
矢
吹

じ
ゆ

ん

一
さ
ん
を
公
認
　
　
　
一こ
の
２
点
に
特
化
し
て
、

日

し
て
戦
い
、

大
変
残
念
な
結
果
　
　
常
活
動
、

ま
た
総
選
挙
に
全
カ

で
し
た
が
、

党
員

の
高
齢
化
や
　
　
を
挙
げ
全
員

で
闘

い
ま
し
よ
う
。

配
平
和
の
た
め
に
原
発
停
止
を
ｇ

挨
妬
摩
一爆
】

郷
　

鎌

日

慧

氏

が

講

‐

錬

日
慧
氏
を
迎
え

「
さ
よ
う

な
ら
原
発

一
〇
〇
〇
万
人
署
名
」

の
講
演
会
が
開
か
れ
１
６
０
名

余
が
参
加

し
た
。

請
演
に
先
立

っ
て
津
軽

三
昧
線

・
沖
縄

三

線

の
演
案
が

行
な
わ
れ
、

年

の
瀬

の
思
わ
ぬ
プ

レ

ゼ

ン
ト
と
な
っ
た
。

「原
発
は
墓
翻
構
澄
」

【文
貢
‥
県
連
合
】

こ
れ
ま

で
反
対
し
て

た
人
た
ち

の
運
動
か
ら
、

い
る
ん
な
人
た
ち

の
運

動
、

声
、

　
一
〇
〇
〇
万

人

の
署
名
で
政
府
に
決

断
を
迫
っ
て
い
く
。

原
発
は
、

地

方
財
政
が
厳

し
か
っ
た
り
、

人

□
過
疎

の

自
治
体
に
危

険
な
も

の
を

押
し
付
け

て

た
。

「
原
発

の
差
副
構
造
」

だ
。平

和
利
用
、

ク
リ
ー

ン
な
一
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ど
、

政
庖
、

電
力
企
業
、　

マ
ス

コ
ミ
や
教
育
が

一
体
と
な
っ
て

洗
脳
し
て
推
進
、

「
原
発

の
恩

恵
に
あ
す
か
つ
て
き
た
」

と

い

だ
。

原

発

を

止

め

る

こ
と
が

平

和

へ
向

か

う

道

だ
。

「
平

和

利

用

で
は

な

く
、

平

和

の
た

め

に

さ

よ

う

な

ら

原

発

を

！
」

と
。

問
題
懇
話
会
」

の
学
習
会

で
毎

月
熱

い
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
。

こ
こ
２
回
は

「
１
％
と
９
９
％
ｉ

が

テ
ー

マ
。

格
差

の
極
み
が

心

社
会

・
環
境
を
破
壊
し
た
実
態

も

▼
原
発
は
都
市

の
利
益
に
貢

献

の

一
カ
、

危
険
な
原
発
を
押

し
付
け
ら
れ
た
地
方
を

「
原
発

差
別

の
構
図
」

に
、

同
じ
構
図

を
見
る
。

命
と
生
活

の
代
償
は

見
せ
か
け

の
繁
栄
が

明
ら
か
に

▼
静
か
な
正
月
も
よ
し
、

し
か

し
、

い
ま

一
度
価
値
観
を
問
い

直
す
白
熱

の
正
月
も
よ
し

（
哲
〕

¨
新
年
１
０
日

口
２
月
７
日
一

場

所
　
社
民
党
県
連
含
会
議
曇

の 出 教  的 で81筆 の署名が集まつた。

宮
電

景 らヤ牢旨喬顧練酒選 沿号景薔賃雪

町 党 しヽ に」など、事前の活動周矢8などの

讐 藁 蟹 断 挽 雷空畳進唇脅。


